
「アイネス男女共同参画フェスタ２０１８」

ワークショップ募集要項

１ 趣旨

「アイネス男女共同参画フェスタ２０１８」の実施事業として、男女共同参画社会づく

りに資するシンポジウムやミニ講座等のワークショップを主催する団体・グループ・個人

（以下「実施者」という。）を募集する。

２ ワークショップ実施日時・場所

①日 時 平成３０年６月２４日（日）

②開催時間 午前１０時から午後１２時又は午後 1時から午後３時
１企画の実施時間は原則として 2時間以内とする。 （「別表１」参照）

③場 所

大分市東春日町１－１ 大分県消費生活･男女共同参画プラザ「アイネス」２階

３ 内容及び審査基準

男女共同参画社会をテーマにした研究・活動の成果や課題についてのシンポジウムやミ

ニ講座等で、以下の基準を満たす企画

①男女共同参画社会づくりという視点があり、参加者がともに学習できるもの

②企画におもしろさがあり、独創的なもの

③一定の参加者が見込まれ、運営方法に工夫を凝らしているもの

④実施可能な企画であること

⑤１団体（グループ・個人）につき１企画であること

⑥「別表２」の「第４次おおいた男女共同参画プラン」の施策方向に沿ったもの

４ 募集件数

８件

５ 必要経費

①会場使用料及び付属する機器等の使用料は無料とする。

②実施者には、事業の実施内容に応じて上記①以外の必要経費相当額を支給する。（「精

算払い」とする。）

③必要経費は、「別表３」に定める経費で上限は３万円とし、選考結果通知日以降の経費

で領収書で金額が確認できるものとする。

６ 応募方法

「アイネス男女共同参画フェスタ２０１８」ワークショップ参加申込書（様式１）を記入

のうえ下記あて提出する。（持参・郵送・ＦＡＸ・Ｅメール）

７ 応募締切

平成３０年５月２日（水）



８ 応募先(問合せ先)

〒 870-0037 大分市東春日町１番１号

大分県消費生活・男女共同参画プラザ「アイネス」参画推進班

「アイネス男女共同参画フェスタ２０１８」担当者あて

ＴＥＬ：０９７－５３４－２０３９ ＦＡＸ：０９７－５３４－２０５７

Ｅメール：a13040@pref.oita.lg.jp

９ 選考結果等

（１）申込書の提出後、アイネス担当者により、必要に応じヒアリング等による企画内容

確認を行う。

（２）採否の決定及び応募者への選考結果通知は５月１１日（金）を目処に行う。

（３）応募者多数の場合は、選考委員会により決定する。

10 報告書

実施者はワークショップ終了後、１５日以内に報告書（様式２）を提出し、精算払い

に必要な領収書を添付すること

11 使用会場設備等

会 場 面積・机・いす 使用可能機器等

大会議室（全面） 面積 ２８８㎡ プロジェクター、マイク、ホワイトボード、

机 ５０ ステージ

いす ２５０

大会議室 面積 １４４㎡ プロジェクター、マイク、ホワイトボード、

(前半面を使用の場合) 机 ２０ ステージ

いす ６０

大会議室 面積 １４４㎡ マイク、ホワイトボード、ステージ

(後半面を使用の場合) 机 ３０

いす ９０

小会議室１ 面積 ５０㎡ マイク（マイクなしでも使用可能）、ホワイ

机 １０ トボード

いす ３０ ＊プロジェクター

小会議室２ 面積 ５２㎡ マイク（マイクなしでも使用可能）、ホワイ

机 １０ トボード

いす ３０ ＊プロジェクター

小会議室３ 面積 ５０㎡ マイク（マイクなしでも使用可能）、ホワイ

机 １０ トボード

いす ３０ ＊プロジェクター

＊使用できる会場は、【別表１】になります。

＊大会議室（後半面）、携帯型「プロジェクター」は総数が３台であるため、重複する場合

は、使用できない場合がある。

12 そ の 他

（１）希望する時間及び会場が重複した場合は、別途調整する。

（２）当日の運営（会場の設営、受付、機材の搬入等）は、実施者が全て行うものとする。

（３）必要な筆記具や用紙類などの消耗品等は各実施者で準備すること。



【別表１】ワークショップ実施可能時間
月 日 時刻 10:00 12:00 13:00

会場 ～ ～ ～

12:00 13:00 15:00
6/24 小会議室１ 入換え

（日） 小会議室 2 入換え

小会議室３ 入換え

大会議室 入換え

【別表２】「第４次おおいた男女共同参画プラン」の施策方向
基本目標 重点目標 番号

男女共同参画に 男女の平等と人権を守る環境づくり ①

向けた意識改革 男女共同参画の視点に立った意識改革と社会制度・慣行の見直し ②

男性の家事・育児・介護等への参加促進 ③

男女共同参画を推進し多様な選択を可能にする教育・学習の充実 ④

男女が安心できる 生涯を通じた健康支援 ⑤

生活の確保 ドメスティックバイオレンス（DV）、性犯罪等の被害者の支援 ⑥

女性に対する暴力の予防啓発 ⑦

女性の活躍の推進 政策・方針決定過程への女性の参画拡大 ⑧

雇用等の分野における男女共同参画の推進 ⑨

ワークライフバランスの推進 ⑩

活力ある農山漁村の実現に向けた男女共同参画の推進 ⑪

男女が共に支える地域づくりの推進 ⑫

【別表３】対象経費基準（経費は１団体につき上限３万円とする）
節 内容

報償費 講師謝金 ※ワークショップ運営スタッフの人件費は除く

旅費 講師旅費 ※ワークショップ運営スタッフの交通費は除く

食糧費 講師お弁当代・お茶代・お茶菓子代 ※茶・菓子は当日かつ参加者用に限る

その他需用費 消耗品費（紙・事務用品など）・材料費・印刷費・資料代

役務費 通信費（電話代・切手代・郵送料）・手数料・広告料

使用料及賃借料 レンタル料・駐車場代（当日かつワークショップ運営スタッフに限る）

その他 上記のいずれにも該当しない経費については事前に事務局と協議すること

※金額が確認できる領収書を添付すること


